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消
防
団
は
消
防
署
と
同
様
に
、
市
町

村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
地

域
住
民
な
ど
の
有
志
で
構
成
さ
れ
、
消

防
・
防
災
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
の
安

全
と
安
心
を
守
る
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

消
防
署
は
、
消
防
職
員
が
常
時
消
防

業
務
に
当
た
る
の
に
対
し
て
、
消
防
団

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
就
い
て
い
る
人
が
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に

消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
職
員
と
共
に

活
動
し
ま
す
。
現
在
、
帯
広
市
消
防
団

で
は
、
約
３
５
０
人
（
う
ち
女
性
19
人
）

が
、
市
内
12
カ
所
の
区
域
で
消
防
団
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ
け
、

主
に
消
火
、
救
助
、
避
難
誘
導
を
行
い

ま
す
。
平
常
時
は
、
災
害
に
備
え
た
消

非
行
や
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら

青
少
年
を
守
る

巡
回
指
導
の
現
状
と
ス
マ
ホ
の
安
全
な
利
用

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

消
防
推
進
室
（
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９
１
２
８
）

　
帯
広
市
で
は
、
街
頭
巡
回
指
導
を
通
し
て
青
少
年
の
行
動
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
端
末
の
安
全
な
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
、
消
防
団
の
活
躍
で
大
勢
の
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
安
全
を
守

る
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
消
防
団
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

い
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
保
護
者
の

伴
わ
な
い
小
中
学
生
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
入
場
な
ど
の
校
則
指
導
や
、
川
遊
び

へ
の
注
意
な
ど
の
一
般
指
導
、
自
転
車

運
転
中
の
ス
マ
ホ
利
用
な
ど
の
交
通
マ

ナ
ー
指
導
で
す
。（
図
）

非
行
阻
止
に
つ
な
が
る
市
民
通
報
の
力

　

非
行
阻
止
の
た
め
、
喫
煙
や
花
火
、

ご
み
の
散
ら
か
し
な
ど
、
街
中
で
の
不

審
な
行
動
や
、
公
園
で
の
迷
惑
行
為
な

ど
を
見
か
け
た
場
合
、
青
少
年
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
の

被
害
に
注
意

　

平
成
29
年
度
に
お
け
る
、
帯
広
市
の

火
訓
練
や
防
火
指
導
を
行
い
ま
す
。
独

り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
、

防
火
演
劇
に
よ
る
防
火
教
育
、
応
急
手

当
て
の
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
に
な
る
に
は

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
要
件

□
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

□
18
歳
以
上
の
人

□
心
身
と
も
に
健
康
な
人

　

こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
る
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
所
向
け
の
お
知
ら
せ

消
防
団
を
支
援
し
て
社
会
貢
献

　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
お
よ
び
「
消

防
団
応
援
の
店
」
に
登
録
し
て
、
消
防

団
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
企

業
・
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録

す
る
と
、
帯
広
市
や
北
海
道
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
事
業
所
名
を
掲
載
す
る

ほ
か
、
表
示
証
・
ス
テ
ッ
カ
ー
を
店
頭

に
掲
出
す
る
こ
と
で
、
消
防
団
活
動
の

支
援
を
通
じ
て
社
会
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

　

申
請
は
い
ず
れ
も
消
防
推
進
室
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い

中
学
生
の
携
帯
電
話
所
有
率
は
54
・
５

％
と
３
年
間
で
17
％
増
加
し
、
小
学
生

の
利
用
も
急
激
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ
ト

に
よ
る
18
歳
未
満
の
各
種
ト
ラ
ブ
ル
の

被
害
者
数
は
、
道
内
で
１
０
１
人
で
、

前
年
比
29
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
は
多
岐
に
わ
た
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
代
表

的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

ス
マ
ホ
だ
け
で
な
く
ゲ
ー
ム
機
に
も

危
険
が
潜
む

　

最
近
の
ゲ
ー
ム
機
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
が
可
能
に
な
り
、
同
様
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
に
は
ゲ
ー
ム
用
機
器
と
い
う
意
識
が

強
く
、
低
年
齢
で
も
買
い
与
え
て
し
ま

う
た
め
、
ネ
ッ
ト
被
害
が
幼
い
子
ど
も

に
も
広
が
り
注
意
が
必
要
で
す
。

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
協
力
事
業
所
に
登
録

　

社
員
に
消
防
団
員
が
２
人
以
上
い
る

な
ど
の
事
業
所
に
、
表
示
証
を
交
付
し

ま
す
。

消
防
団
応
援
の
店
に
登
録

　

消
防
団
員
や
そ
の
家
族
が
登
録
店
を

利
用
す
る
際
、
割
り
引
き
な
ど
の
優
遇

サ
ー
ビ
ス
を
自
主
的
に
行
っ
て
、
消
防

団
員
を
支
援
で
き
ま
す
。
登
録
店
に
、

ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
ま
す
。

青
少
年
を
見
守
る

街
頭
巡
回
指
導

　

市
は
不
良
行
為
や
問
題
行
動
の
早
期

発
見
、
非
行
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
街

頭
巡
回
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
の
外
出
は

保
護
者
同
伴
で
も
22
時
ま
で

　

北
海
道
は
、
18
歳
未
満
の
青
少
年
の

23
時
以
降
の
外
出
を
制
限
し
て
い
て
、

市
で
も
小
中
学
生
の
外
出
時
間
を
原
則

日
没
ま
で
、
保
護
者
同
伴
で
も
22
時
ま

で
と
し
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は

保
護
者
同
伴
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
市
内
中
心
街
や
郊
外
の
大
型
店
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
や
公
園
な
ど

を
、
放
課
後
を
は
じ
め
夜
間
、
深
夜
の

時
間
帯
に
も
巡
回
指
導
し
て
い
ま
す
。

校
則
や
交
通
マ
ナ
ー
を
守
る
よ
う

日
々
、
声
掛
け
・
注
意
の
活
動

　

平
成
30
年
４
月
～
12
月
末
ま
で
で
、

３
６
８
回
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
３

６
７
人
の
青
少
年
に
声
掛
け
指
導
を
行

女性団員の演劇による防火教育

消防団応援の店ステッカー 消防団協力事業所表示証

消
防
団
員
と

協
力
・
応
援
企
業
の
募
集

消
防
団
に
は
﹆あ
な
た
や
事
業
所
の
力
が
必
要
で
す

消防団協力事業所  認定事業所
事　業　所 団員数

帯広市川西農業協同組合 ６人
帯広大正農業協同組合 ５人
六花亭製菓 ４人
損保ジャパン日本興亜帯広支社 ３人
北海道エコシス ２人
仁科建設 ２人
宮坂建設工業 ２人
ネッツトヨタ帯広 ２人
第一飼料 ２人
北海道エネライン道東支店帯広営業所 ２人
日本通運株式会社帯広総代理支店 ２人

喫煙行為
２人

校則
指導
185人

交通
マナー
87人

一般指導
93人

図　声掛け指導件数
（平成 30 年４月～ 12 月）

　フィルタリン
グは、青少年に
有害なインター
ネットサイトの
大部分を閲覧で
きないようにブ
ロックします。
　全国のインターネット被害にあった児
童の９割がフィルタリング未設定であり、
平成30年２月に「青少年インターネット環
境整備法」が改正され、原則フィルタリン
グ設定が義務付けられました。フィルタ
リングを設定していない場合は、販売店
に相談して設定してください。

子どもたちをトラブルから守る

フィルタリング
設定

　帯広市は青少年育成機関と協力して、携帯電
話販売ショップを訪問し、フィルタリング利用
の周知徹底にも取り組んでいます。

違法
サイト

アダルト
サイト

出会い系
サイト

トラブルや被害に巻き込ま
れる代表的なケース
インターネットへの書き込み
や無料通話アプリなどでのや
りとりが原因のいじめ
架空請求詐欺などの犯罪の被害
ゲームや音楽ダウンロードの
しすぎによる高額請求
気軽な情報発信や不正アプリ
による個人情報の流出
有害サイトへのアクセス
インターネットで知り合った
人とのトラブル


